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【現状・課題】

消防局において、消防車両の運転を担当する
機関員の指定については、道路交通法の免許区
分変更の変遷をうけ、複雑細分化されている。
また、公安委員会の運転免許資格と局内の機関
員指定による運転可能車両が異なっている場合
がある。このため自身の免許区分と機関員指定
区分で細分化された車両規格に照らし、運転す
る・デキる消防車両であるか否か、その判断に
ついて確信における不安という課題がありまし
た。

この車両、大型？・中型？

自分の機関員指定

で運行出来るのかなぁ？



【改善取組の内容】

消防局で車両に貼付しているシール（車両の大きさ等、規格を
明示してあるもの）と突合し一目瞭然で、自身が受けている機関
員の指定で運行が可能であるか否かの確認ができる免許証と同サ
イズの『機関員等確認証』を作成。

【改善取組の効果・振り返り】
消防車両に貼られているシールと自身の機関員確

認証を見れば明確に運行の可否が判断でき、局で実
施した車両へのシール貼付の有用性価値を高めると
ともに、誤認識や法令、内規違反となる、過ちを未
然に防止する効果がある。併せて裏面には消防局保
有資機材の運転操作資格所持の有無について明記す
ることで、操作有資格の確認と、競争意識に働きか
ける職員モチベーションの向上に寄与した。

消防車に貼付
されている、
シールデザイ
ンをそのまま
確認証に記載
し運行可否を
〇×で明示

裏面


